




























































































『読売新聞』第 110号は明治 8年 5月 27日の発行で、 当該記事は本作品のそれとほ
ぼ同内容でありた貞信が元になった記事をかなり忠実に自作にとり入れていることが
わかる。ただし、『読売新聞』は、六兵衛が「養生叶はず昨年の暮に果」たことや、東校


































































からひげを剃って日本人と同じ姿になったという 10。また、『読売新聞』第 95号(明治 




























黒岩涙香  (1862""1920)が暴いたように、明治時代には要妾が広くおこなわれていた  
16。いっぽう、日本にやってきた欧米人男性が日本人女性を妾にする習慣も、シ}ボル
ト (1796""1866)の例から知られるように、長崎では開国以前から定着していた。開国
後の安政  6年 (1859)の横浜に港崎遊郭が開かれ、欧米人男性を客とするようになる
と、遊女を身請けして妾にしようとする客もあらわれる。遊女に限らず、とくに貧しい
家の女性には欧米人の妾となる者があった。こうして、妾を使用人として雇用する  f傭








遊郭の岩亀楼の遊女 ・亀遊のエピソードである  18。アメリカ人のイル}スを客にするこ
とを楼の主人に請われ、妾になることも促された結果、亀遊が遺書と辞世の歌を残して
自決したとの悲話は、現在でも広く知られている。亀遊の伝は、染崎延房(1818""86) 
著『近世紀聞~ 2編(明治  7年序) 19や、松村春輔(生没年不詳)著『開明小説春雨文
子 ・彬子女王編『風俗絵画の文化学E 虚実をうっす機知』思文閣出版、 2012年)。 
13註 2原山氏論文。 
14註 2原山氏論文。 
15黒岩涙香『弊風一斑 蓄妾の実例』文元社、 2004年(初出は 1898年)、森岡清美「明治初期の
華族社会における妾J (W淑徳大学社会学部研究紀要~ 33、1999年)、村上一博「明治民法施行以
前の妾と裁判j (同『日本近代婚姻法試論』法律文化社、 2003年)。 
16竹下修子『国際結婚の社会学』学文社、 2000年、嘉本伊都子『国際結婚の誕生 (文明国日
本)への道』新曜社、 2001年。 
17吉田常吉『唐人お吉 幕末外交秘史~ (W中公新書~ 94)中央公論社、 1966年、註  16竹下氏
書。 
18中田雅敏「近代文学に見る孝子 岩亀楼遊女《亀遊の死))J (rアジア遊学~ 112、2008年)。 
19興津要編『明治文学全集 1 明治開化期文学集』筑摩書房、 1966年。 
1A q o  
庫』上の巻(明治 9年序)20におさめられており、挿絵には亀遊の姿も描かれている(図 


































21山崎純一 『列女伝 歴史を変えた女たち』五月書房、 1991年、岩谷めぐみ rw三綱行賞圃』群
の「烈女j篇の成立一朝鮮時代の烈女縛と日本の烈女停について J (Wアジア遊学~ 114、2008
年)。 
22註 16竹下氏番。 
23梅演昇『お雇い外国人 明治日本の脇役たち~ (講談社学術文庫)講談社、 2007年。 
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図 1・2・4 木下直之・吉見俊哉編『ニュースの誕生 かわら版と新聞錦絵の情報世界』
展図録、東京大学総合研究博物館、 1999年
図 3・6 土屋礼子『大阪の錦絵新聞』三元社、 1995年
図 5 千葉市美術館編『文明開化の錦絵新聞一東京日々新聞 ・郵便報知新聞全作品』国
書刊行会、 2008年
図 7・8 興津要編『明治文学全集 1 明治開化期文学集』筑摩書房、 1966年 
24ただし、『勧善懲悪錦画新聞』第 16号では、日本人女性にたいするイギリス人男性の善意を描
いており、錦絵新聞における欧米人男性へのまなざしは、つねに抵抗感に満ちていたわけではな 
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